
 

                                             

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年５月７日 

   ＮＯ.５８０ 

◇校  訓 思いやり 

◇教育目標   

 

 

◇めざす学校の姿 明日も行きたい 大好きな学校 

～安心できる場所があり、力を伸ばすことができる学校～ 

 

 

 

１０月１７日（日）に第４６回学芸会が行われました。今年度も新型コ

ロナウイルス感染予防の観点から、入場者に制限をかけた中の実施となり

ました。たくさんの方に観ていただけなかったのは残念ですが、今年度の

スローガン「力を合わせて全力を出し切る最高の学芸会～一人一人が輝く

ステージ～」を目指して、がんばることができました。 

各学年１演目のみの発表でしたが、１年生は「よっちょれ」、２年生はダ

ンス、３年生は「エイサー」、４年生は「YOSAKOI ソーラン」、５年生は

「南中ソーラン」、６年生は「潮小太鼓」を披露しました。それぞれ発表の

仕方を工夫して発表していました。 

11月行事予定 
2日（火） スクールガード地域感謝会 

3日（水） 文化の日 

4日（木） フッ化物洗口 二計測視力（３年・わかば） 

      二計測（１の１） 

5日（金） 二計測（４年・６の１） 

8日（月） 二計測視力（５年・６の２） 

二計測（１の２） 

9日（火） 集団下校訓練 視力検査（２年） 

      花壇片付けボランティア 

10日（水） 児童会委員会 二計測（２年） 

視力検査（１年） 

11日（木） フッ化物洗口 

12日（金） ６年 PTAレク 

15日（月） 人権教室（３年・５年） 

16日（火） 人権教室（４年・６年） 

18日（木） フッ化物洗口 

19日（金） 人権教室（１年・２年） 

23日（火） 勤労感謝の日 

24日（水） ALT 個人面談① 

25日（木） フッ化物洗口 個人面談② 

26日（金） 体育帽持ち帰り 個人面談③ 

29日（月） 個人懇談④ 

30日（火） 就学児知能検査 

 

※今後も引き続き感染症対策を継続していきます。新型

コロナの感染状況によっては、行事の内容が変更や延

期・中止になることもありますので、わかりましたら、

その都度お知らせいたします。 

令和３年10月29日 
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杉 本 浩 一 

 子ども達は、何かをしでかすと、その理由を自分以外に持って行こうとし

ます。例えば、「○○君もやっていたから」とか「他の人もやっていたよ」と

いうように、できるだけ責任を少なくしようとしてしまいます。また、人が

見ていると片づけられるけれど、誰も見ていないと何もしないこともよくあ

ります。「他の人が見ているから○○しなさい」という指導をしている場面に

出くわすこともあります。 

物事の良し悪しの基準が、『他の人がやっているかどうか』『他の人が見て

いるかどうか』となっているわけです。物事の道徳的判断ができるかどうか

は、『どれだけ善悪について考えたか』にかかっています。具体的な場面で教

えるととても効果的です。 

たとえば、お店で、『ここで走り回ったり、騒いだりすることはいいこ

と？』と聞きます。『ダメなこと？』と子どもは言います。『どうして？』と

さらに聞いて、その理由も考えさせます。そこから子どもたちの善悪の判断

が育っていきます。 

お店で走り出してしまう前に、話ができることがベストですが、実際は、

その行為をしてしまってからの話になることが多くなります。『お店では走っ

ちゃダメ！』まずは、その行為を止めさせてから、『ここで走り回ったり、騒

いだりすることはいいこと？』と聞くことが大切です。一方的に叱っただけ

では、その行為はやめさせられても道徳的な判断は未熟なままになるからで

す。 

『うそをつくことはよくない』とわかっていても、人なら誰でもうそをつ

く場合があります。その時に『うそはダメでしょう！』と叱責しても、子ど

もは心を閉ざしてしまいます。『わかっていても、うそをつかざるをえなかっ

た』という事実を重んじましょう。 

きっと、『みんなに注目してもらいたい』『自分をかばうため』といった

『隠れたメッセージ』があったはずです。その事実をやんわりと聞き出すの

です。そのような状況の時、『きっと、わけがあったんだよね』と言ってあげ

るわけです。 

緊急事態宣言が解除され、活動の範囲が広がっていくことが増えていきま

す。今まで、禁止事項が多く子どもたちもたくさんの我慢を強いられました

思いっきり体を動かしたり、仲間と触れ合ったりする機会が多くなることが

予想されます。自分のやりたいことに夢中になり周りが見えなくなることが

多々あります。そんな時に「問い」を大切にすることで、子どもたちが自分

の行動を振り返る機会を設けてあげてください。 

 １０月２２日、児童登校時刻に消防署の方が来校

し、子ども達に火災予防の呼びかけと消防車に乗せ

てくれたり、酸素ボンベを担がせてくれたりしまし

た。消防車に興味津々で、うれしそうに消防車に乗

っていました。 

１年「よっちょれ」 

３年「エイサー」 

５年「南中ソーラン」 ６年「潮小太鼓」 

４年「YOSAKOIソーラン」 

２年「ザ・ベストテン」 


